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１、はじめに   

 昨年度、実践指定校としての認定を受け、

校内に「NIE 推進委員会」を設置した。その

結果、教科の枠を超えて様々な活動を行うこ

とができた。 

１年目に実施したものに、中学校での「NIE

コンテスト」や、高校１年生で取り組ませた

「世界史新聞コンテスト」があるが、いずれ

も新聞を身近に感じさせる良い契機となった。 

派遣記者による講演「新聞ができるまで」

を通しては、記事を構築していく上での発想

の広がりが内容の豊かさにつながっていると

感じたことで、実際に生徒たちは新聞を制作

する際に総合的な学びの姿勢を持ちながら臨

むことができた。 

もちろん、いずれの取り組みも初めてであ

り、開催時期や対象生徒については、いくつ

かの課題点があったため、それらを確認して、

今年度の NIE 活動をスタートさせることと

した。 

以下、企画提起し、実践した内容を報告す

る。 

 

 

２、実践内容 

（ⅰ）新聞の配置 

 昨年度と同様に、中学校では全学年で取り

組むこととして、新聞の設置場所を放課後等

に自学習を行う「ＳＰルーム（ステップアッ

プルーム・プッシュアップルーム）」にした。

高校でも、特別進学コースの１・２年の各教

室に新聞を配置した。 

週末や祝日を挟むと、新聞が溜まることは

否めなかったが、新聞を取りにいく担当者を

決めるなどして、スムーズに行うことができ

た。 

 

（ⅱ）中学校の実践内容〈対象：全学年〉 

 ２学期末から始める、新聞で新聞をつくる

「NIE コンテスト」に向けて、まずは講演会

を設けた。産経新聞社阪神支局の吉田智香記

者（写真１）に来校いただき、次のような話を

うかがった。 

 

 ・新聞記者の仕事 

 ・新聞記者の必需品 

 ・新聞の構成  



・ニュースとは 

  ・記事の書き方 

  ・新聞ができるまで 

 

 特に、本校の中学生たちは、新聞で新聞を

つくるコンテストに取り組むこともあり、「新

聞作りのポイント」に焦点を合わせた内容に、

メモを取りながら聞き入っていた（写真２）。 

 

 

 

 

 

 

 

       （写真１） 

 

 

 

 

 

 

 

（写真２） 

出来事を分かりやすく伝えることはもち

ろんだが、文章を「結論、詳しい内容、出来

事の経過」の順に逆三角形で書けば、読み手

に伝える際に効果が上がると教わり、情報の

提示の仕方に工夫がなされていることを、そ

れぞれが学んだ。 

 生徒の講演の感想には、「見出しを書く役割

があり、見出しが大事であることを知った」

というものに始まり、取材を行う上で最も大

事なことは、「相手との信頼関係である」と書

いているものが目立った。 

 それは、新聞記者の仕事の基本が、何より

も、「人に話を聞いて、記事を書く」ことだと

言う吉田記者の話が基調となっていたからで

あり、そのためには、相手との信頼関係が大

切であることを、講演を通して学んだからで

ある。また、そうした姿勢は、取材に限らず、

日常生活においても大切であり、講演から多

くの気づきを得ることができたようである。

講演後には、生徒が実際にインタビューを受

け、後日それが記事になったことで、「新聞づ

くりのポイント」を一層感じる機会が得られ

た（写真３）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

          （写真３） 

 昨年度と同様に、「NIE コンテスト」を実

施し、それぞれの新聞に応じて、表彰を行っ

た。 

 



（ⅱ）高校の実践内容① 

〈対象：高校１年生 全コース〉 

 昨年度、高校１年生の進学コース「世界史

Ｂ」の授業において「世界史新聞」を制作さ

せる課題に取り組ませた。同じ出来事を取り

上げて記事を書くにしても、肯定的見解・否

定的見解があり、互いの論点がどこにあるの

かを感じ取ることができた。また、実際の新

聞を手にして、そのレイアウトを意識するこ

とで、実際に自分たちが制作する際に読み手

を意識した工夫をするなど、それぞれの表現

力がそこに表れていた。 

 前年の結果を踏まえて、本年度もコンテス

トを実施することにしたが、３コース全てで

取り組ませたいという観点から、以下のよう

に科目を超えた設定を行った。 

  

 高１：社会  

進学コース 

  特進コース 

  総合コース →「地理新聞」 

 ①１２月期末考査後「要項プリント」を配

布（Ｂ４用紙、「地理」は方眼紙） 

 ②冬休みの課題として取り組ませる 

 ③１月末からコンテストを実施 

  →生徒投票で各クラス２～５人選出 

   ＊コースの人数に応じて調整を行う 

  →選出後、教員による投票 

  →学年朝礼で表彰 

 

 「世界史新聞」では、人物や出来事に焦点

を合わせて書くため、そのイメージを持ちや

すいが、「地理新聞」は初めての試みであり、

教員から一応の見本を提示した（写真４・５）。 

  

 

 

 

 

 

 

（写真４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真５） 

新聞に意識的に触れる機会が減ってきて

いることもあり、新聞制作の前段階、「新聞と

は」というところから、丁寧な説明を行うこ

とで、完成イメージを抱かせるようにした。 

→「世界史新聞」 

 「世界史新聞」では、人物や出来事に焦点

を合わせて書くため、そのイメージを持ちや

すいが、「地理新聞」は初めての試みであり、

教員から一応の見本を提示した（写真４・５）。 

  

 

 

 

 

 

 

（写真４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真５） 

新聞に意識的に触れる機会が減ってきている

こともあり、新聞制作の前段階、「新聞とは」

というところから、丁寧な説明を行うことで、

完成イメージを抱かせるようにした。 



「世界史新聞」（写真６）と同様のレイアウト

だが、書かれている記事内容は、一つの国の

持つ歴史や伝統、言語についてであり、それ

ぞれの興味関心が投影されたものになった。 

「何に興味を持つか」という契機に始まり、

「どう調べるか」、そして「伝えるに必要な形

式になっているか」までが新聞制作には必要

であり、発想の広がりが求められた。 

 

 

 

 

 

 

 

      （写真６） 

（ⅲ）高校の実践内容② 

〈対象：高校２・３年生 理系クラス〉 

 朝日新聞「天声人語」を用いて、３回ほど

問題形式のプリントを作成し、取り組ませた。

評論に慣れる狙いももちろんあるが、社会に

関心を持たせることも視野に入れ、周辺の出

来事も織り交ぜながら読解問題に挑戦をさせ

た。説明が無ければ分かりにくい内容の場合

もあり、ただ単純に問題を解く作業に終始さ

せず、話題の広がりを持たせることで、考え

させることや意見交換の時間も置いた。こう

した実践も、より社会に関心を持たせる一つ

の方法であると感じた。 

 

３、成果と課題 

 実践指定校２年目を迎え、昨年度の成果に

改善点を加えることで、より一層充実した内

容となるように工夫をした。 

 生徒は、年々、新聞を購読して読む機会が

減っていることもあり、新聞のレイアウトや

記事、朝刊と夕刊の違いについて話題を展開

させると、関心を持って話を聞いていた。ま

た、新聞があっても進んで読むことはほとん

どないという生徒もおり、こちらからの話題

提供やその機会を設けることが不可欠である

と感じた。 

また、現代文で言えば、問題読解に終始し

てテクニックは身に付いても、小論文を書く

際に必要な知識や語彙に乏しいため、折に触

れて新聞を通じて興味喚起や語彙量を増やさ

せることは必要である。実際に、新聞を作っ

てみると、どうすれば読み手に自分の思いが

伝わるのかを考える契機にもなり、言葉を調

べるなどこちらの意図が伝わる形で、様々な

企画に生徒は臨むことができたと感じている。 

実践指定校としての２年目は終わるが、こ

うした取り組みを続けていくことで、生徒の

「考える力」の育成を目指したい。 

 


